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近
畿
部
会
長
市
の
阪
南
市

で
議
長
交
代
が
あ
り
、
本
会

部
会
長
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
役
員
補
欠
選
任
を
書
面

に
よ
り
行
っ
た
。
後
任
に
は
、

同
市
の
畑
中
譲
議
長
が
11
月

畑中近畿部会長
（阪南市）

役
員
補
欠
選
任

役
員
補
欠
選
任

近
畿
部
会
長

近
畿
部
会
長 坊会長（神戸市）

自見地方創生相

政
府
の
「
地
方
創
生
に
関

す
る
地
方
六
団
体
と
の
意
見

交
換
会
」が
12
月
８
日
、都
内

で
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は

坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
会
議

長
）
が
出
席
。
自
見
は
な
こ

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地

方
創
生
）
ら
に
対
し
、「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
」
の
充
実
な
ど
に
つ
い

て
要
望
し
た
。

当
日
は
、
古
賀
友
一
郎
内

閣
府
大
臣
政
務
官
が
司
会
進

行
。
自
見
大
臣
、
村
井
嘉
浩

全
国
知
事
会
長
（
宮
城
県
知

事
）
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

内
閣
官
房
事
務
局
が
▽
令
和

５
年
度
補
正
予
算
、
令
和
６

年
度
概
算
要
求
及
び
税
制
改

正
要
望
▽
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
総
合
戦
略
―
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
交

▽
地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の

着
実
な
推
進

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金
」
の
充

実
、５
Ｇ・光
フ
ァ
イ
バ
等

の
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の

早
期
整
備
や
専
門
的
な
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
計
画
的
な

育
成
確
保

▽
デ
ジ
タ
ル
政
策
の
検
証

と
効
果
的
な
情
報
提
供

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
取
り
組
み
事
例
の
評

価・検
証
の
上
、有
効
な
政

策
の
横
展
開
、
課
題
や
改

善
点
を
整
理
し
、
参
考
と

な
る
情
報
提
供

▽
人
口
の
地
方
移
住

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
総
合
戦
略
に
お
け

る
「
地
方
と
東
京
圏
と

の
転
入
・
転
出
に
つ
い
て

２
０
２
７
年
度
に
均
衡
す

る
」
と
い
う
重
要
業
績
評

価
指
標
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
及
び
今
後
の
具
体
的

な
戦
略・戦
術
の
提
示

9
日
付
で
選
任
さ
れ
た
。

換
で
は
、
坊
会
長
が
要
望
陳

述
を
行
っ
た
（
要
旨
を
右

掲
）。

古賀内閣府大臣政務官

会
長
発
言
要
旨

会
長
発
言
要
旨

地方創生に関する地方六団体との意見交換会地方創生に関する地方六団体との意見交換会

自見地方創生相らに要望坊 会 長デ ジ 田 交 付 金 充 実
地方定住戦略・戦術提示

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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広島・三原広島・三原

現地調査　現地調査　空き家・空き地問題 特別委員会空き家・空き地問題 特別委員会

総
数
の
割
合
は
、
20
・
2
％

に
ま
で
増
加
し
て
お
り
、
こ

の
40
年
間
で
約
３
倍
に
増

加
。
平
成
25
年
か
ら
30
年
の

5
年
間
で
約
４
％
の
増
加
率

と
な
っ
て
い
る
（
左
表
）。

同
調
査
で
計
上
さ
れ
た
空

き
家
は
、
①
賃
貸
用
の
住
宅

②
売
却
用
の
住
宅
③
別
荘

の
二
次
的
住
宅

④
そ
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な

い
そ
の
他
の
住

宅
―
の
4
種
類

に
分
類
さ
れ
る

が
、
約
半
数
が

「
④
そ
の
他
の

住
宅
」
と
な
っ

て
い
る
。
腐
朽

や
破
損
が
生
じ

て
い
る
住
宅
数

三
原
市
の
総
人
口
及
び
年

齢
三
区
分
の
人
口
推
移
は
左

表
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
42
年
に
は
総
人
口
が

５・３
万
人
に
減
少
す
る
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。
空
き
家

の
増
加
は
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
も
大
き
な
要
因

と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
空

き
家
の
増
加

傾
向
が
続
く

も
の
と
考
え

て
い
る
。
ま

た
、
総
務
省

が
平
成
30
年

に
実
施
し
た

住
宅
・
土
地

統
計
調
査
に

よ
る
と
、
住

宅
総
数
に
占

め
る
空
き
家

「
空
き
家・空
き
地
問
題
に

関
す
る
特
別
委
員
会
（
委
員

長
＝
岡
本
純
祥
三
原
市
議
会

議
長
）」
は
11
月
14
日
、三
原

市
に
お
い
て
、空
き
家・空
き

地
問
題
へ
の
取
組
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

岡
本
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
岡
田
吉
弘
三
原
市

長
が
同
市
来
訪
に
歓
迎
の
意

を
表
し
た
。

当
日
は
、
同
市
都
市
部
次

長
兼
建
築
課
長
の
山
本
裕
章

氏
、
経
営
企
画
部
地
域
企
画

課
長
の
花
本
秀
之
氏
、
都
市

部
都
市
開
発
課
長
の
入
田
谷

昌
彦
氏
―
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
話

を
聴
い
た
。

三 原 市 の 概 要

岡田吉弘三原市長

あいさつする
岡本委員長（三原市）

広島県

三原市

山口県

島根県

岡
山
県

● ◎広島市

瀬戸内海瀬戸内海

昭和60 平成27 令和42
総人口 111,108 96,194 53,185
老年人口 15,169 31,542 22,152

生産年齢人口 72,414 52,933 25,437
年少人口 23,525 11,719 5,596

昭和53 平成25 平成30
住宅総数 26,800 46,460 49,640
空き家総数 1,800 7,570 10,010
空き家率 6.7％ 16.3％ 20.2％

現 地 調 査 参 加 委 員

は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る

が
、
売
却
や
賃
貸
な
ど
活
用

で
き
る
住
宅
数
は
右
肩
上
が

り
に
増
加
し
て
い
る
た
め
、

腐
朽
や
破
損
が
生
じ
る
前
に

山本都市部次長
兼建築課長

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
の
考
え
を
示
し
た
。

その他住宅
（一戸建て）

腐朽・
破損あり

腐朽・
破損なし

１
１
５
０

５
０
６
０

３
９
１
０

２
９
７
０

１
１
８
０

１
８
０
０

空き家のうちその他の住宅（一戸建）の割合

（三原市資料より）

50.2％ 50.5％

40.8％

三
原
市
で
は
、

平
成
26
年
の
空

家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
以

下
「
空
家
法
」）

の
施
行
後
、
翌

27
～
28
年
に
市

内
全
域
の
実
態

調
査
を
行
い
、

１
９
６
０
棟
の

空
き
家
を
把
握
。

同
調
査
を
も
と
に
市
長
、
議

員
、有
資
格
者
、有
識
者
な
ど

９
名
で
構
成
す
る
空
家
等
対

策
協
議
会
を
設
置
し
、
同
29

年
9
月
に
三
原
市
空
家
等
対

策
計
画
を
策
定
し
た
。
令
和

２
年
３
月
に
は
、
①
空
家
等

の
管
理
が
不
全
な
状
態
に
起

危害回避措置が可能に危害回避措置が可能に

因
し
て
②
不
特
定
又
は
多
数

の
者
の
生
命
、
身
体
又
は
財

産
に
重
大
な
危
害
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
③
所
有
者
等
に

危
害
を
避
け
る
た
め
の
措
置

を
行
わ
せ
る
時
間
的
余
裕
が

な
く
、
緊
急
に
措
置
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
―
に
は
、
空
家
等
に
立

ち
入
り
、
特
定
空
家
等
の
認

定
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
市

が
危
害
を
避
け
る
た
め
の
必

要
最
小
限
の
措
置
を
行
え
る

規
定
を
含
む
「
三
原
市
空
家

等
対
策
条
例
」
を
制
定
し
た
。

同
条
例
を
適
用
し
た
事
例

と
し
て
は
、
通
行
量
の
多
い

道
路
に
面
す
る
空
き
家
の
壁

が
剥
離
し
、
強
風
等
に
よ
り

落
下
し
た
場
合
に
歩
行
者
や

【委員長】岡本純祥（三原市）【副委員長】燕昌
克（留萌市）、島田玲子（越谷市）【委員】井上恒
彌（静岡市）、大野厚（北名古屋市）、品川幸久
（伊勢市）、水門義昭（高山市）、長岡一夫（木
津川市）、西澤由男（東近江市）、楠明廣（たつ
の市）、山本裕樹（宇陀市）、榎本喜之（紀の
川市）、板垣成二（出雲市）、田中堅太郎（大洲
市）、山本芳男（香美市）、川口誠（宮若市）、吉
田幸一郎（南島原市）、中尾友二（天草市）、永
松郁（宇佐市）	 ※いずれも敬称略　

中国・四国地方のほぼ中心、広島県の中
央東部の瀬戸内海沿いに位置し、温暖な気
候と豊かな自然に囲まれた穏やかなまち「三
原」。古くは戦国武将毛利元就の三男として
生まれた小早川隆景が1567（永禄10）年に三
原城を築城して以来、城下町として栄え、陸
上・海上交通の要衝として発展。現在も中国・
四国地方最大の国際空港「広島空港」のほ
か、山陽新幹線や山陽自動車道など高速交
通網にも恵まれ、陸・海・空の交通の拠点とし
ての役割を担っている。
瀬戸内の綺麗な海と緑豊かな自然にも恵

まれ食材も豊富。瀬戸内有数のマダコの産地
としても知られ、「三原やっさダコ」が有名。ク
リームパンで有名な八天堂は三原市が発祥。
年間を通じて祭りやイベントが盛んに行わ

れ、大だるまをシンボルとした三原神明市（２
月）、市の花「さつき」をテーマとしたさつき祭（5
月）、小早川甲冑部隊が旧城下町を練り歩く三
原城浮城まつり（11月）のほか、8月の「やっさ祭
り」には約7,000人の踊り手が三原駅前を中
心に踊りを披露し、三原の暑い夏を盛り上げ
る。人口88,300人、面積471.51㎢。

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

１
１
８
０

３
８
０
０

２
６
１
０

空家対策条例
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三原市本町に所在する古民家を民泊・土蔵ギャラリー、
カフェの機能を持つ施設に改修（写真：三原市提供）
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花本経営企画部
地域企画課長

通
行
車
両
等
に
深
刻
な
被
害

が
想
定
さ
れ
る
と
の
通
報
が

あ
り
、
翌
日
に
高
所
作
業
車

で
外
壁
を
固
定
す
る
作
業
を

実
施
し
た
（
費
用
は
所
有
者

に
請
求
、
全
額
納
付
済
）。

三
原
市
で
は
、
空
き
家
の

区
分
を
４
つ
の
局
面（
フ
ェ
ー

ズ
）
に
分
け
、各
フ
ェ
ー
ズ
に

応
じ
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
1
の
空
き
家
予
備

軍
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
に
さ

せ
な
い
こ
と
を
対
応
方
針
と

し
て
、
終
活
を
含
め
た
空
き
家

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
。

令
和
4
年
度
か
ら
は
高
齢
者

や
推
定
相
続
人
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
の
開

催
の
ほ
か
、
町
内
会
に
対
す
る

出
前
講
座
の
実
施
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
と
連
携
し
た
専
門
家
相

談
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
2
の
活
用
可
能

な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
等
の
活
用
に

よ
り
中
古
住
宅
の
流
通
促
進

を
図
り
、町
内
会
等
と
連
携
し

た
空
き
家
バ
ン
ク
物
件
の
登

録
の
促
進
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
3
の
適
切
な
管

理
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
結
果
、

三
原
市
で
は
、

市
内
の
空
き
家

の
所
有
者
と
利

用
希
望
者
等
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
手
法
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
た

空
き
家
バ
ン
ク

制
度
を
運
用
し

て
い
る
。
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し
た

登
録
物
件
と
契
約
者
の
推
移

を
見
る
と
、
平
成
27
年
度
の

32
件
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
た
が
、
令
和
４
年
度
は
33

件
、
５
年
度
は
過
去
最
高
の

35
件
と
順
調
に
件
数
が
伸
び

て
お
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

利
用
に
よ
る
成
約
率
は
令
和

4
年
度
ま
で
の
累
計
で
約

82
％
と
な
っ
て
い
る
。
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
は
、
空

き
家
の
発
生
抑
制
や
流
通
促

進
へ
つ
な
が
る
施
策
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

同
市
で
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
ほ
か
、
空
き
家
予
備
軍

や
活
用
可
能
な
空
き
家
に
つ

い
て
、
町
内
会
と
連
携
し
た

取
組
を
実
施
。
管
理
さ
れ
て

い
な
い
空
き
家
の
増
加
に
よ

り
地
域
の
魅
力
が
減
退
す
る

イ
メ
ー
ジ
と
空
き
家
対
策
に

よ
り
地
域
の
維
持
・
向
上
が

図
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
対
比

さ
せ
た
資
料
等
（
右
下
図
）

の
配
布
等
、
住
民
と
の
対
話

を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
地

域
を
目
指
し
て
い
き
た
い
か
、

共
通
の
課
題
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
空
き
家
の
対
策
や

活
用
に
つ
い
て
、移
住
施
策
と

連
携
さ
せ
る
と
の
考
え
に
基

づ
き
事
業
を
展
開
。
移
住
を

検
討
す
る
上
で
重
要
な
要
素

と
な
る
▽
住
ま
い
▽
仕
事
▽

人
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の

つ
な
が
り
や
個
々
の
暮
ら
し

方
―
の
複
数
の
要
素
が
交
錯

す
る
部
分
に
つ
い
て
重
点
的

な
取
組
を
検
討
し
、
空
き
家

対
策
を
展
開
し
て
い
く
と
の

考
え
方
を
示
し
た
（
下
図
）。

現
在
、
モ
デ
ル
的
に
実
施

す
る
地
域
（
令
和
4
年
度
は

中
山
間
地
域
、
5
年
度
は
海

沿
い
の
地
域
）
を
選
定
し
、

▽
町
内
会
等
の
地
域
で
空
き

家
調
査
を
実
施
し
、
空
き
家

の
状
況
を
三
原
市
へ
報
告
し
、

こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
所
有

者
の
調
査
、
所
有
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

空
き
家
の
利
用
希
望
者
と

契
約
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ

な
が
り
を
重
視
し
、
移
住
者

に
対
す
る
町
内
会
へ
の
加
入

促
進
、
地
域
行
事
の
案
内
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

居
住
用
の
建
物
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
の

空
き
家
に
つ
い
て
は
、更
に
悪

化
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
に
、所
有
者
に
対
し
て
適
正

管
理
や
解
体
の
助
言
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
4
の
老
朽
化
が

進
行
し
た
結
果
、
危
険
化
し
、

空
家
法
の
特
定
空
家
等
に
該

当
す
る
場
合
、所
有
者
に
解
体

す
る
よ
う
行
政
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

同
市
の
特
定
空
家
等
に
対

す
る
措
置
と
し
て
は
、老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
延
べ
４
２
６

棟
の
空
き
家
の
詳
細
判
定
を

行
い
、こ
の
う
ち
119
棟
を
特
定

空
家
に
決
定
。除
却
補
助
金
の

活
用
に
よ
り
67
棟
の
空
き
家

の
改
善
措
置
を
図
っ
た
が
、52

棟
の
空
き
家
が
現
存
し
て
お

り
、引
き
続
き
所
有
者
等
に
対

す
る
指
導
を
継
続
し
て
い
る
。

ま
た
、
空
き
家
の
問
題
は
、

相
続
、
税
務
、
建
築
、
不
動
産

取
引
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、自

治
体
職
員
の
み
で
全
て
の
問

題
に
対
応
す
る
こ
と
や
、十
分

な
人
員
を
確
保
す
る
こ
と
も

困
難
な
状
況
の
た
め
、広
島
市

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
住
環
境
デ
ザ

イ
ン
協
会
」
と
連
携
し
て
、国

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
空
き

家
啓
発
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

や
相
談
会
を
実
施
。
講
師
等

に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
有
す
る

専
門
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、空
家
法
に

ホームページでマッチングホームページでマッチング
空き家所有者 利用希望者

基
づ
い
て
調
査
し
た
課
税
情

報
を
も
と
に
、市
外
在
住
者
に

直
接
案
内
を
送
付
す
る
こ
と

で
、市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
を
補
完
し
、効

果
的
な
空
き
家
対
策
の
実
施

に
期
待
し
て
い
る
と
し
た
。

• お試し暮らし滞在費補助事業• 移住検討者に人気の海
沿いのエリアで、空き家

（住まい）を新規開拓 
（木原・須波地域）

• 有機農家として就農
しながら田舎暮らし

• テレワークで働きな
がら地方で生活

アテンド等を通
じて希望者を
マッチング

• 移住支援金交付事業

• 就労・移住定住支援事業
• 地域おこし協力隊配置・活用事業

• 移住ポータルサイト運営事業
• 移住ガイドブック作成事業
• ローカルプロモーション動画
制作事業

• デジタルマーケティング事業
• 移住フェア・移住ツアー事業

• 結婚新生活支援事業
• 空き家バンク運営事業
• 空き家改修等支援事業
• ファーストマイホーム応
援事業

•（案）通勤費への支援 
（＝市内に住んで市外で
仕事のスタイル）

•（案）職住近接を希望す
る者への支援

つながり・
暮らし方

住まい 仕事

情報・誘引
人材育成

移住施策との連携による空き家活用―取組の全体像（三原市資料より）

どんな地域に
したいですか？

空き家の増加による 
地域の魅力の衰退

快適な生活環境が保たれ、
地域の魅力の維持・向上

安心安全の 
損失

地域の魅力 
減退

（管理されていない）
空き家の増加

居住者の減少 美観の悪化 地域の魅力 
の維持・向上
（居住者の増加）

美観の維持

地域の人気
増加

安心安全の 
維持

空き家対策
地
域
の
分
岐
点

➡ ➡
町内会等との連携による空き家活用でめざす姿（三原市資料より）

｝
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入田谷都市開発課長

三
原
城
跡
の

北
西
に
位
置
し
、

約
６
５
０
世
帯
、

約
１
２
０
０
人

が
居
住
す
る
同

市
の
中
心
市
街

地
―
三
原
市
本

町
地
区
。
JR
三

原
駅
に
近
く
交

通
の
利
便
性
の

高
い
エ
リ
ア
だ

が
、
高
齢
化
率

や
空
き
家
率
は
、
同
市
の
平

均
値
を
上
回
り
、
空
き
家
・

空
き
地
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
一
方
、
同
地
区
は
旧

西
国
街
道
で
あ
る
本
町
通
り

を
中
心
に
、
寺
社
や
古
い
建

物
な
ど
歴
史
的
資
源
も
多
く
、

城
下
町
の
風
情
が
漂
う
街
並

ランドバンク事業に選定ランドバンク事業に選定
広島県第 １

み
が
特
徴
で
も
あ
る
。

同
市
で
は
、
交
通
利
便
性

が
高
く
、
地
域
に
残
る
歴
史

的
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
な

み
づ
く
り
に
よ
り
、
魅
力
向

上
、
地
域
活
性
化
や
居
住
環

境
改
善
な
ど
に
よ
り
定
住
促

進
を
目
指
し
、
平
成
29
年
に

地
域
住
民
と
共
同
で
ま
ち
な

み
づ
く
り
事
業
の
取
組
を
開

始
。
同
年
9
月
に
広
島
県
が

本
町
地
区
を
「
広
島
県
魅
力

あ
る
ま
ち
な
み
づ
く
り
支
援

事
業
」
の
モ
デ
ル
地
区
に
選

定
。
令
和
3
年

4
月
に
は
、
県

内
第
一
号
の

「
広
島
型
ラ
ン

ド
バ
ン
ク
」
の

モ
デ
ル
地
区
に

選
ば
れ
た
。

広
島
型
ラ
ン

ド
バ
ン
ク
事
業

と
は
、
都
市
の

中
心
市
街
地
で

空
き
家
・
空
き

地
が
増
加
し
て
い
る
地
域
・

地
区
に
お
い
て
、
低
未
利
用

地
の
接
道
状
況
や
土
地
形
状

を
改
善
し
、
区
画
再
編
等
に

よ
り
未
利
用
地
（
宅
地
、
住

宅
、
店
舗
、
公
共
施
設
等
）

【本町地区の概況】
●人口︓約1,200人
●世帯数︓約650世帯
●高齢化率︓約44.8%
●空き家率︓約14.0％

（三原市全体︓約35.5%）

（三原市全体︓ 約9.4%）

広島県三原市中心部

本町地区

三原市役所

JR三原駅
三原城跡

◎

所
有
者
不

明
土
地
の
解
消

に
向
け
て
は
、

令
和
３
年
4
月

（
令
和
５
年
４

月
施
行
）に
民

法
が
改
正
さ

れ
、土
地・建
物

の
効
率
的
な

管
理
を
実
現

す
る
た
め
に
、

所
有
者
が
不
明

で
あ
っ
た
り
、所
有
者
に
よ

る
管
理
が
適
切
に
さ
れ
て
い

な
い
土
地・建
物
を
対
象
に
、

個
々
の
土
地・
建
物
の
管
理

に
特
化
し
た
財
産
管
理
制
度

が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。こ

れ
に
よ
り
、所
有
者
不
明
土

地
・
建
物
へ
の
早
急
な
対
応

が
可
能
と
な
っ
た
。

三
原
市
は
、
国
土
交
通
省

令
和
５
年
度
「
所
有
者
不
明

土
地
利
用
円
滑
化
等
推
進
法

人
の
指
定
円
滑
化
、
普
及
・

定
着
等
に
向
け
た
モ
デ
ル
調

査
」
で
、
所
有
者
不
明
土
地

や
低
未
利
用
土
地
の
対
策
を

行
う
意
向
を
有
す
る
団
体
と

し
て
採
択
さ
れ
、
支
援
の
対

象
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
同
市
で

は
、
本
町
地
区
に
お
け
る
相

続
放
棄
に
よ
り
管
理
者
不
在

と
な
っ
た
未
利
用
の
土
地
・

建
物
の
接
道
や
土
地
形
状
を

改
善
す
る
た
め
、
民
法
で
新

し
く
創
設
さ
れ
た
「
所
有
者

不
明
土
地
・
建
物
の
管
理
制

度
」
及
び
「
広
島
型
ラ
ン
ド

バ
ン
ク
事
業
」
を
活
用
し
て
、

未
利
用
の
建
物
と
土
地
を
一

体
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

取
組
を
進
め
て
い
る
。

下
図
は
本
町
地
区
の
空
き

地
、
空
き
家
の
上
空
写
真
だ

が
、
ア
の
土
地
・
建
物
は
、

相
続
人
全
員
の
相
続
放
棄
に

よ
り
管
理
者
が
不
在
と
な
っ

て
お
り
、
管
理
不
全
が
周
辺

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
状
況
。
し
か

し
、
ア
・
イ
は
道
路
に
接
し

て
い
な
い
た
め
に
土
地
利
用

が
困
難
で
あ
り
、
新
し
く
建

物
等
を
建
設
す
る
に
は
市
道

と
接
合
す
る
土
地
ウ
を
含
め

た
周
辺
地
と
の
一
体
利
用
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

同
地
区
の
所
有
者
不
明

土
地
・
建
物
の
譲
渡
の
流
れ

は
、
三
原
市
が
地
方
裁
判
所

へ
「
土
地・建
物
ア
（
以
下
、

財
産
ア
）」
の
財
産
管
理
人

の
選
任
を
申
し
立
て
、
選
任

を
受
け
た
財
産
管
理
人
が
隣

接
す
る
イ
の
地
権
者
に
「
財

産
ア
」
を
譲
渡
。
そ
の
後
、

広
島
型
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業

に
よ
り
、
周
辺
地
を
含
め
た

一
体
的
な
土
地
利
用
（
土
地

ア
・
イ
・
ウ
）
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
予
定
し
て
お
り
、

今
年
度
中
に
「
財
産
ア
」
を

「
土
地
イ
」
の
地
権
者
に
譲

渡
し
、
来
年
度
か
ら
土
地
の

一
体
利
用
に
つ
い
て
地
権
者

等
と
協
議
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

同
市
で
は
同
取
組
に
つ
い

て
、
管
理
不
全
土
地
の
解
消

に
よ
る
地
域
の
住
環
境
改
善

と
未
利
用
土
地
・
建
物
の
活

用
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
期
待
し
て
お
り
、
本

年
度
中
に
所
有
者
不
明
土
地

対
策
と
し
て
㈱
ま
ち
づ
く
り

三
原
を
「
推
進
法
人
」
と
し

て
指
定
す
る
ほ
か
、
同
市
の

中
心
市
街
地
を
対
象
と
し
た

「
所
有
者
不
明
土
地
対
策
計

画
」
を
策
定
し
、
併
せ
て
同

対
策
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
予
定
と
し
て
い
る
。

に
市
場
性
を
付
加
し
、
移

住
者
の
受
け
皿
と
し
て
整
備
、

誘
導
区
域
内
で
の
居
住
を
誘

導
し
、
持
続
可
能
な
集
約
型

都
市
構
造
の
形
成
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

三
原
市
で
は
、
本
町
地
区

の
住
民
組
織
と
自
治
体
（
広

島
県
、
三
原
市
）
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
協

議
会
を
設
立
し
、
同
協
議
会

に
お
い
て
候
補
地
の
選
定
、

区
画
再
編
を
提
案
し
、
関
係

者
間
の
調
整
、
地
権
者
の
同

意
後
は
、
地
権
者
と
民
間
の

住
宅
関
連
事
業
者
間
で
工
事

や
土
地
の
販
売
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

（イ）
（ア）

市
道（ウ）

【ハード事業】
 全体事業費：約13億円、
 完成見込時期：令和９年度
 ・道路の美装化
 ・電線類地中化
 ・照明灯集約化
 ・案内看板設置
 ・小公園整備

【ソフト事業】
 ・建築物の修景工事に対す
る補助

【地域が進める主な取組】
 ①まちなみの景観づくり
 ②施設整備・魅力づくり
 ③空き家・空き地活用
 ④本町まるごと体験・発信
 ⑤安心・安全と健康のまち

づくり
 ⑥観光・交流と商店街活性化
 ⑦寺社活用・歴史文化体験

本町地区における「魅力
あるまちなみづくり事業」
の概要 号

所有者不明土地対策所有者不明土地対策
民法改正による

三原市資料をもとに本会で作成

（三原市資料より） 
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▼
議
長

▽
美
濃
加
茂

	
森　
弓
子（
10・19
）

▽
東
金	

上
野
髙
志（
10・20
）

▽
安
曇
野	

松
枝　
功（
10・23
）

▽
君
津	

小
倉
靖
幸（
10・23
）

▽
三
田	

森
本
政
直（
10・23
）

▽
守
山	

西
村
弘
樹（
10・25
）

▽
長
岡
京

	

白
石
多
津
子（
10・26
）

▽
川
西	

大
㟢
淳
正（
10・26
）

▽
む
つ	

冨
岡
幸
夫（
10・30
）

▽
加
賀	

今
津
和
喜
夫（
10・30
）

▽
佐
賀	

山
口
弘
展（
10・30
）

▽
東
近
江	

西
澤
由
男（
10・31
）

▽
朝
来	

森
田
龍
司（
10・31
）

▽
江
田
島	

酒
永
光
志（
10・31
）

▽
村
山	

高
橋
菜
穂
子（
11・1
）

▽
草
加	

白
石
孝
雄（
11・1
）

▽
志
摩	

中
村
孝
司（
11・1
）

▽
南
国	

岩
松
永
治（
11・6
）

▽
横
手	

小
野
正
伸（
11・7
）

▽
南
魚
沼	

清
塚
武
敏（
11・7
）

▽
野
洲	

山
本　
剛（
11・7
）

▽
平
戸	

松
本
正
治（
11・7
）

▽
東
大
阪	

右
近
徳
博（
11・9
）

▽
米
原	

矢
野
邦
昭（
11・9
）

▽
牧
之
原	

村
田
博
英（
11・10
）

▽
甲
賀	

橋
本
恒
典（
11・10
）

▽
湖
南	

上
野
顕
介（
11・10
）

▽
鶴
岡	

尾
形
昌
彦（
11・13
）

▽
湯
沢	

高
橋　
肇（
11・14
）

▽
ひ
た
ち
な
か

	

薄
井
宏
安（
11・14
）

▽
岡
崎	

小
木
曽
智
洋（
11・14
）

▽
泉
南	

岡
田
好
子（
11・14
）

▽
豊
岡	

浅
田　
徹（
11・14
）

▽
葛
城	

川
村
優
子（
11・15
）

▽
い
ち
き
串
木
野

	

中
里
純
人（
11・16
）

▽
酒
田	

佐
藤　
猛（
11・20
）

▽
南
あ
わ
じ

	

印
部
久
信（
11・21
）

▽
海
老
名	
森
下
賢
人（
11・22
）

▽
射
水	
中
村
文
隆（
11・24
）

▽
相
馬	
高
玉
良
一（
11・27
）

▽
雲
仙	
小
畑
吉
時（
11・27
）

▽
奄
美	

奥　
輝
人（
11・27
）

▽
玉
名	

江
田
計
司（
11・28
）

▽
高
萩	

寺
岡
七
郎（
11・29
）

▼
副
議
長

▽
総
社	

髙
谷
幸
男（
10・10
）

▽
美
濃
加
茂

	

永
田
徳
男（
10・19
）

▽
安
曇
野	

小
林
純
子（
10・23
）

▽
君
津	

高
橋　
明（
10・23
）

▽
三
田	

中
田　
哲（
10・23
）

▽
守
山	

福
井
寿
美
子（
10・25
）

▽
長
岡
京	

福
島
和
人（
10・26
）

▽
川
西	

加
藤
仁
哉（
10・26
）

▽
む
つ	

岡
崎
健
吾（
10・30
）

▽
加
賀	

上
田
朋
和（
10・30
）

▽
佐
賀	

松
永
幹
哉（
10・30
）

▽
東
近
江

	

田
井
中
丈
三（
10・31
）

▽
朝
来	

足
立
義
美（
10・31
）

▽
江
田
島	

上
松
英
邦（
10・31
）

▽
村
山	

細
矢
清
隆（
11・1
）

▽
草
加	

吉
岡　
健（
11・1
）

▽
志
摩	

山
下　
弘（
11・1
）

▽
五
泉	

佐
藤　
浩（
11・6
）

▽
安
来	

岩
﨑　
勉（
11・6
）

▽
南
国	

西
本
良
平（
11・6
）

▽
横
手	

青
山　
豊（
11・7
）

▽
南
魚
沼	

寺
口
友
彦（
11・7
）

▽
野
洲	

山
﨑
敦
志（
11・7
）

▽
平
戸	

池
田
稔
巳（
11・7
）

▽
東
大
阪	

山
﨑
毅
海（
11・9
）

▽
米
原	

細
野
正
行（
11・9
）

▽
牧
之
原	

原
口
康
之（
11・10
）

▽
甲
賀	

田
中
將
之（
11・10
）

▽
湖
南	

森　
　
淳（
11・10
）

▽
鶴
岡	

石
井
清
則（
11・13
）

▽
湯
沢	

佐
藤
功
平（
11・14
）

▽
ひ
た
ち
な
か

	

雨
澤　
正（
11・14
）

▽
岡
崎	

井
村
伸
幸（
11・14
）

▽
亀
山	
伊
藤
彦
太
郎（
11・14
）

▽
泉
南	
河
部　
優（
11・14
）

議
会
人
事

▽
佐
渡
市
（
新
潟
県
）

〒
９
５
２
―
１
２
９
２

佐
渡
市
千
種
２
３
２

☎
０
２
５
９
―	

６
７
―
７
５
５
５

FAX
０
２
５
９
―
６
７
―
７
５
３
３

災
害
時
に
は
議
場
を
一
時

避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用

可
能
な
構
造
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
備
蓄
物
資
保
管
庫
が

備
え
ら
れ
て
い
る
。
傍
聴
席

は
ス
ロ
ー
プ
も
設
置
さ
れ
、

車
椅
子
に
も
対
応
し
た
フ

ラ
ッ
ト
な
床
に
な
っ
て
い
る
。

新
庁
舎
落
成佐渡市役所新庁舎

（写真提供＝佐渡市）
議場
（同左）

▽
豊
岡	

竹
中　
理（
11・14
）

▽
新
城	

佐
宗
龍
俊（
11・17
）

▽
南
あ
わ
じ

	

北
条
志
津
子（
11・21
）

▽
海
老
名	

松
本
正
幸（
11・22
）

▽
射
水	

山
崎
晋
次（
11・24
）

▽
相
馬	

門
馬
優
子（
11・27
）

▽
雲
仙	

町
田
康
則（
11・27
）

▽
奄
美	

正
野
卓
矢（
11・27
）

▽
い
な
べ	

篠
原
史
紀（
11・28
）

▽
恵
那	

西
尾　
努（
11・28
）

▽
高
萩	

菊
地
正
芳（
11・29
）

▼
事
務
局
長

▽
大
船
渡	

新
沼
晶
彦（
4・1
）

▽
高
岡	

笹
島
永
吉（
4・1
）

▽
南
砺	

島
崎
博
美（
4・1
）

▽
三
田	

入
江
正
浩（
4・1
）

▽
総
社	

西
村
佳
子（
4・1
）

▽
那
覇	

松
元
通
彦（
4・1
）

▽
牛
久	

滝
本　
仁（
11・1
）

▽
旭
川
市
（
北
海
道
）

〒
０
７
０
―
８
５
２
５

旭
川
市
７
条
通
９—

48

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番

号
は
変
更
な
し

議
場
内
の
机
や
椅
子
、
傍

聴
席
に
は
市
の
名
産
で
あ
る

旭
川
家
具
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
天
井
や
壁
と
と
も
に
市

内
産
・
北
海
道
産
の
木
材
が

ふ
ん
だ
ん
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
傍
聴
席
に
は
親

子
席
や
車
い
す
席
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

旭川市役所新庁舎
（写真提供＝旭川市）

議場
（同左）

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹介す
る時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。12
月は岐阜県多治見市議会が取り組む「議員
全員参加で総合計画を実りあるものに」を
紹介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革
の取組」でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 岐阜県多治見市

•
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https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html


令和 5年 12月 15日号（6）第 2249 号 全 国 市 議 会 旬 報

巻頭言
■ デジタル・コミュニケーションで住民

への情報発信を
	 明治大学公共政策大学院
	 ガバナンス研究科教授
 湯 淺 墾 道

■ 特別対談
▶ 新聞記者から見た地方議会 メディア

は地方議会をどう報じてきたか
日本経済新聞編集委員　谷　隆徳
毎日新聞論説委員　　　人羅　格

■ 特集
▶ 今、伝えるべき地方議会の実像と

先駆者たち
	 ジャーナリスト/（株）わたしを
	 ことばにする研究所代表
 堀 　 　 潤

▶自分たちが「見られる存在」だと知る
　ことが「見える化」の第一歩
立教大学社会学部長、メディア社会学科教授
 砂 川 浩 慶

▶ デジタルにより変わる議会と住民のコ
ミュニケーション
株式会社ホープ代表取締役社長兼CEO
 時 津 孝 康

▶ 地方議会をこれからも「しらべます」
　フジテレビ「イット!」企画プロデューサー
 山 口 吉 博

■ 現地報告
秋田県横手市／横手市議会とコミュ
ニティFMに携わって
横手コミュニティFM放送編成制作部次長
 佐 藤 実 園
富山県富山市/「はりぼて」の教訓　
富山市議会政務活動費不正をめぐる
報道とその後
チューリップテレビ取締役社長室長兼メディア
戦略室長／映画「はりぼて」プロデューサー
 服 部 寿 人
北海道十勝管内/議会報道を地方紙は
どこまで発信可能か地方メディアの挑戦
十勝毎日新聞社編集局次長兼地方部長

 植 木 康 則

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

A４判・68頁・定価831円（年間購読料 9,972円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 2023

12 １月号 持続的に発展する日本へ
２月号 デジタル化は誰のため？
３月号 地方の視点から見てみよう、新年度政府予算
４月号 こども政策の新展開　
５月号 政策づくりのポイントとは？　
６月号 さまざまな人材を、地方議会へ！
７月号 防災マネジメント　関東大震災から 100 年　
８月号 統一地方選・検証
９月号　議員間合意のつくりかた
10月号　「議員報酬」を考える ２
11月号　「ひと」の集まる地域づくり

2023 年バックナンバー覧 その他の年は
こちら！▶▶　

■ 特集
▶ 地方議員の政策づくり、6つの戦略

「政策に強い議員」 をめざそう／礒崎初仁
■ 現地報告　岩手県奥州市議会
▶ 民意実現のためにスピード重視の政策へ／菅原由和
▶ 宮田村むらづくり基本条例に基づき
　 持続的な議会改革を／天野早人
■ 連載（議会運営講座） 
▶ 一般質問パワーアップ・ブック
　 いかに政策に結びつけるか／牛山久仁彦
■ 連載（広報・研修資料） 
▶ 議会広報紙を見やすく、わかりやすく／吉村　潔

「月刊 地方議会人」サンプル版ではデジタルブッ
クで地方議会議員・議会事務局の方々に好評の特
集、現地報告 2 本、連載 2 本を「無料」で読むこと
ができます！デジタルブックサンプル版の内容は
下記のとおりです。

サンプル版は
こちら！▶▶　「月刊 地方議会人」デジタルブック

サンプル版はじめました！

※ 過去の特集・連載など必要な号だけのご注文もできます。

TEL  03 ― 3264 ― 2520 メールでのお問い合わせはこちら
9:30 ― 17:30（土・日・祝日除く）受付

時間

〒102-0082
東京都千代田区一番町25番地
全国町村議員会館3F

株式会社  中 央 文 化 社
http://chuobunkasha.com/

▶ご購入に際しての「お申し込み」
中央文化社のホームページよりお申し込みください

メディアと地方議会
特　集

▶

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
５
万
８
２
５
人

（
令
和
５
年
11
月
30
日
）

▽
面
積　
36・17
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
明
治
22
年

の
町
村
制
施
行
に
よ
り
14
ヵ

村
に
合
併
し
、
そ
の
後
２
町

と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
40
年

代
よ
り
農
村
地
域
と
し
て
の

性
格
か
ら
、
大
阪
近
郊
の
住

宅
都
市
と
し
て
急
成
長
す
る

な
か
で
、
昭
和
47
年
に
は
南

海
町
と
東
鳥
取
町
が
合
併
し

阪
南
町
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
２
年
の
国
勢
調

査
で
人
口
５
万
人
を
突
破
し
、

平
成
３
年
10
月
１
日
に
市
制

を
施
行
し
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は
、
阪

南
の
「
は
」
を
ひ
ろ
が
り
行

く
み
ず
わ
に
図
案
化
し
、
調

和
と
平
和
を
象
徴
す
る
大
小

の
輪
は
未
来
に
向
か
っ
て
大

き
く
飛
躍
す
る
阪
南
市
の
姿

を
形
象
し
て
い
ま
す
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　
14
人
（
現
在

男
性
11
人
、
女
性
３
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
３
年
９

月
19
日
執
行　
立
候
補
19
人　

投
票
率
49・98
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
議
会

活
性
化
と
議
会
改
革
推
進
の

た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
及
び

フ
ァ
イ
ル
共
有
会
議
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
更
な

る
議
会
の
活
性
化
を
図
り
、

も
っ
て
市
民
福
祉
の
向
上
と

市
政
の
発
展
及
び
持
続
可
能

で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、『
阪
南
市
議
会
基
本
条

例
』
の
制
定
を
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

せんなん里海公園と夕陽
（写真提供＝阪南市）

阪
南
市
は
、
大
阪
府
内
で

一
番
新
し
い
市
で
あ
り
、
一

番
南
の
市
で
も
あ
り
ま
す
。　
　

本
市
は
、
箱
作
地
区
の
海

岸
が
日
本
夕
陽
百
選
に
選
定

さ
れ
て
お
り
、
山
中
渓
地
区

で
は
、
熊
野
詣
の
面
影
を
残

す
町
並
み
も
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
な
に
わ
黒
牛
」
の
お

肉
、
明
治
時
代
か
ら
続
く
酒

造
や
市
内
漁
港
で
の
カ
キ
の

養
殖
な
ど
、
食
の
魅
力
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

こ
う
し
た
魅
力
を
活
か
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
注

力
し
て
お
り
、
内
閣
府
か
ら

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
及

び
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ

ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
好
循
環
な
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 議

長
の
話

議
長
の
話

阪

南

市

部
会
長
市
紹
介

第12回第12回

畑
はた

中
なか

譲
ゆずる

議長

http://chuobunkasha.com/%e3%81%9d%e3%81%ae%e4%bb%96%e3%82%b5%e3%83%bc%e3%83%93%e3%82%b9/
http://chuobunkasha.com/%e3%81%9d%e3%81%ae%e4%bb%96%e3%82%b5%e3%83%bc%e3%83%93%e3%82%b9/
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
http://chuobunkasha.com/%E3%81%8A%E5%95%8F%E3%81%84%E5%90%88%E3%82%8F%E3%81%9B/
http://chuobunkasha.com/
http://chuobunkasha.com/

